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教師の指示の仕方に対する小学生の認識
―小学 年生とその担任教師に対する質問紙調査と授業観察から―

川島 哲（武蔵野大学）
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問 題

教室談話の分析においては，教室の特徴を

示すような多くの知見が得られてきている

（ など）。教室

における指示表現を対象にした研究も進め

られているが（川島 森， など），

言語学における依頼表現や敬語表現に鑑み

て，知見の蓄積は少ないと言える。

言語学の知見であるポライトネス理論

を応用し，川島

（ ）は，教師の指示を分析し，授業に含

まれる指示表現全体の分類を行った。多様な

表現を使われていることが明らかにされた

が 教室談話では一般的な会話と異なり 子

どもと教師という特殊な立場間の会話であ

ることから 指示を受け取る子どもの認識に

ついて扱う必要を指摘できる。

そこで，本研究では，教師と子どもに指示

の認識を問うことと，教室を観察することを

組み合わせることで，子どもの認識と子ども

の行為と教師の指示の関係性について，探索

的に検討することを目的とする。

方 法

研究協力者：都区内の小学校 年生 クラス

に協力いただいた。研究に対しては，校長お

よび担任教諭に了承をもらい，担任教諭を通

じて保護者の了解を得た。

クラスは， 名であった。担任教諭は，教

職歴 年以上のベテランの女性教諭で，授

業の研究会を主催するなど授業をよくする

ことに意欲的だった。

方法：映像および音声資料を収集し，教室談

話の分析対象とした。

質問紙は，独自に作成した場面想定法の質

問紙であり， 場面について 通りの指示を

示し，それぞれについての印象を 件法で回

答を求めた。また，それぞれの指示を聞いた

際の振る舞いについても，従わない・今の活

動を終えたら従う・すぐに従う，という趣旨

の 択で回答を求めた。集計した結果，未回

答や連続した同じ回答が多い 名を一部の分

析の対象外として， 名を分析対象とした。

また同様の場面において，教師がどのよう

に指示発話を行うかと，その理由についても，

担任教諭に回答を求めた。

以上の つの資料を組み合わせて分析した。

結果と考察

以下，質問紙調査の結果と考察を示す。

質問紙調査の結果，ある場面における「指

示を冷たいと感じるか」という質問の答えに

おいて，指示毎の回答の分散分析に有意な傾

向が見られた（ 偏

η ）。そのため，作業をやめて黒板を見

ることを促す場面において， つの指示で指

示の冷たさに違いがあることが分かった。多

重比較の結果，授受関係を示す指示をより冷

たく感じ（ ）に対して，勧誘表現「み

ましょう」 と「ください」表現

がそれぞれ有意な差を示した（そ

れぞれ ）。教師が子どもに対

して，丁寧に「では，黒板を見てくれますか？」

と言うことは，心理的に遠い位置からの指示

と感じられ，心理的に近い仲間の位置からの

勧誘表現の指示や標準的な指示表現より，冷

たく感じたことが示唆された。ただし，

法による調整を行うと，有意差は見られない

ため 一般化にはより大きなサンプルサイズ

が必要だろう。

同様の しかし優位傾向が 別の場面にお

ける指示の種類の効果への分散分析から，指

示の分かりやすさと冷たさに見られた。

教師への質問紙調査からは 子どもの様子

を正確に把握し それに即した発話をすると

自らを捉えていることが示された。ポライト

ネス理論では現実の関係性や状況に即した

発話表現が使われるとされるが 逆に会話参

加者が関係性や状況をコントロールするた

めに 特定の発話表現を用いる可能性を示唆

している。本研究の小学校教師は前者の使い

方が主にしていることが示された。
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小中移行期における英語に対する目標認知，学習観，学習動機の変容
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問題と目的

現在，多くの小学校で高学年を対象とした外国

語活動が行われており，英語の教科化が目前とな

った今，中学校における英語学習へのスムーズな

移行を可能とする教育方法を確立させることが大

きな課題となっている。しかし，これまで数学に

関しては，小中移行期における変容を扱った縦断

的な研究が行われているものの（cf., 鈴木, 2013），
英語学習に対する学習者の学習観や動機づけが小

中移行期でどのように変容するかについてはほと

んど検討されていない。先行研究では，授業目標

の認知（授業で何が重視されているかの認知）な

どの環境要因が学習者の信念や動機づけに影響を

及ぼすことが指摘されていることを考慮し（e.g., 
Wolters, 2004），本研究では，3 年間に渡って行わ

れた縦断調査のデータを用いて，小中移行期にお

ける授業目標の認知，学習動機，学習観の変化に

ついて検討を行った。 
方 法 

東京都および大阪府の公立小学校 4 校および中

学校 2 校の児童・生徒に対し，小学校 6 年時から

3 年間にわたり質問紙調査（計 3 回）を行った。

質問紙の表紙には調査の主旨や目的を明記し，回

答は任意であり，回答内容は学校の成績と無関係

であることを伝えた。分析では，同意を得た調査

協力者のうち，3 回の調査すべてに回答した 173
名のデータを使用した。質問紙の構成を以下に示

す。回答はすべて 5 件法で求めた。 
英語（外国語活動）の目標認知 英語（外国語

活動）の授業の目標認知について，篠ヶ谷・木澤

（2017）と同様の 22 項目を使用して回答を求め

た。下位尺度は「知識・スキル（単語や文法を身

につけること）」「異文化理解（外国の文化を理解

すること）」「反復練習（同じフレーズを何度も繰

り返すこと）」「レクリエーション（英語に慣れ親

しむこと）」の 4 つであった。 
学習観 学習観とは，効果的な学習方法に関す

る信念である。項目は Uesaka et al.（2009）を参

考に，認知主義的学習観（e.g., 英語の勉強では知

識のつながりを理解することが重要だ），非認知主

義的学習観（e.g., 英語の勉強ではとにかく覚える

ことが大切だ），それぞれ 4 項目を用いて測定し

た。 
学習動機 英語を勉強する理由である「学習動

機」について，市川・堀野・久保（1998）を参考

に，内容関与動機（面白いから，将来役に立つか

らなど学習内容に価値を見出している動機），内容

分離動機（褒められたいから，いい点をとって自

慢したいからなど学習内容と関係のない動機），そ

れぞれ 5 項目を用いて測定した。 
結果と考察

想定される下位尺度ごとに項目平均値を算出し，

分析に使用した。時期（3 時点）を独立変数とし

た分散分析の結果を Table 1 に示す。 
 

Table 1 各尺度得点の縦断的変化と検定結果 
 小 6 中 1 中 2 F (2, 173) 
レクリエー

ション 
3.21 2.85 2.63 47.32** 

反復練習 2.45 2.35 2.65 6.02** 
異文化 3.74 3.35 3.22 20.31** 
スキル 4.02 3.96 3.67 18.56** 
認知主義 4.36 4.32 4.22 2.21 
非認知主義 3.07 2.92 2.83 3.50* 
内容関与 4.05 3.98 3.73 11.64** 
内容分離 2.12 2.30 2.16 2.78 
Note 数値は平均値 

 
下位検定の結果，授業の目標認知のうち，レク

リエーションや異文化理解の得点は，小学 6 年時

から中学 2 年時にかけて年々低くなっていた。一

方，暗記得点では小中移行期に変化はなく，中学

1 年時よりも中学 2 年時に高まっていた。また，

スキルの得点は中学 1 年時よりも中学 2 年時の方

が有意に低かった。こうした結果は，中学 2 年で

は高校受験が視野に入り，英語の授業でコミュニ

ケーションスキルの習得ではなく知識の暗記が重

視されるようになっていくことを示しているとい

える。また，鈴木（2013）の数学学習の結果と異

なり，学習観についてはむしろ非認知主義的な学

習観（英語の勉強ではとにかく覚えることが大切

だ）が中学校移行後に低まっていた。また，学習

動機については，内容関与動機が 6 年時よりも中

学 2 年時の方が低くなっていることが示された。

今後はこうした縦断データを用いた構造方程式モ

デリングにより，変数間の因果関係の推定や変容

パターンの個人差の検討が求められる。 
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